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社会運動の（不）可能性に関する考察










ペルー固有の歴史的背景として，1960 〜 70 年代には革新的軍事政権が成立して左翼勢力も伸張し，
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れるものではなく，実際そこにあるものに目を凝らす











る活発な社会運動が存在している。それは，2008 〜 09 年に続発したアマゾン地域の蜂起を思い起
こすだけでも十分である（cf. 岡田 2009b）。そして 2011 年には，アンデス南部の都市プーノにおいて，



















ペルーでは 1963 年以来，政府が各年に対して「公式名（nombre oficial）」を付与してきたが，
2011 年については，「ホセ・マリーア・アルゲーダスの生誕百年の年」とすべきという少なからぬ人々
の願いとは裏腹に，アラン・ガルシーア大統領政権（当時）によって「世界マチュピチュ発見百周






ホセ・マリーア・アルゲーダス（1911-1969 年）は 20 世紀ペルーを代表する作家・人類学者で，
その作品群には多様なペルー社会の「すべての血（要素）」が織り込まれていると高く評価されて








2011 年のプーノにおける抗議行動がもたらした「惨状」を伝える，「5 月 26 日はプーノ史上最悪の
蛮行のあった日として記憶されるだろう」と題された記事を見てみよう。同記事は，行動参加者の「蛮
行」によってプーノが被った経済的損失について次のように述べている。
3 千万ソル［ソル（sol）はペルーの通貨単位。2011 年当時で 1 米ドルが約 2.7 ソル──筆者補注。
以下同様］というのが，暴力的行為によりプーノの国税局事務所が被った物損被害である……。
／鉱山開発に反対する抗議行動により，観光産業部門は南部地域で2千万米ドルの損失を出した。




当初の見積もりでは，観光産業・インフラ・税関収入の分野で少なくとも 1 億 1 千 7 百万米
ドルが損なわれている。……損失がもっとも大きかったと考えられるのは観光産業である。
プーノ地方観光局は観光が麻痺していた期間の損失を 1 億米ドルと推定している……。（El 
Comercio，2011 年 6 月 28 日付）
抗議行動による破壊行為は，それがどんなものであれ正当化することはできず，また，上で示さ






























んであるかに注意を向けなければならない。（El Comercio，2011 年 5 月 28 日付）
しかし私たちは，同紙に対して，「マスメディアの背後にはだれがいるのか？」と問い返すことが
できるだろう。おそらくその背後には，その立場は都市的・中央集権的，かつ完全に新自由主義的
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点とする
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伏しかねる」とした経団連現会長の米倉弘昌の発言である（『産経新聞』，2012 年 9 月 13 日付）。
マスメディアの否定的影響はじつに顕著で，3.11 以降，脱原発を掲げるデモ・抗議行動が各地で
多発しているにもかかわらず 8，主要マスメディアはある時点までこれを「黙殺」してきた 9。運動



























問題研究所（Instituto de Estudios Peruanos。以下，IEP）の客員研究員として在籍していた 2011 年，上記助成に
より IEP と東京外国語大学とのあいだで共同開催された国際セミナー “Estado, ciudadanía y movimientos sociales 
en tiempos de globalización en las Américas”（9 月 6 日）における筆者のスペイン語口頭報告をもとに，修正・加筆
を施して日本語化したものである。
2　 革新的軍事政権については後藤 1993 および大串 1993，暴力の時代については Degregori 2011，ペルーの人種主義
全般については Portocarrero 2007 を，それぞれ参照されたい。
3　 同運動は，鉱山の外国企業への譲渡を可能にした法令 083-2007 を廃止させるなど，政府から大幅な譲歩を引き出
すことに成功した（http://www.rpp.com.pe/2011-06-27-puno-aymaras-celebraron-derogatoria-del-decreto-supremo-
083-2007-noticia_379281.html［2012 年 11 月 5 日最終確認。以下同様］）。
4　アルゲーダスの思想研究が筆者の本来の専門である。拙稿 2002; 2009a; 2009b を参照されたい。
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および大阪毎日放送の「たね蒔きジャーナル」（http://www.mbs1179.com/tane/）である。「たね蒔きジャーナル」は，
3.11 直後から，原子力の専門家として長らく原発に反対してきた小出裕章（cf. 小出 2011）を出演させたことで注
目されたが，2012 年 9 月，同番組は惜しまれながら終了した。
10　 その一方で，脱原発運動ほか，市民による草の根の社会運動を積極的に取り上げ報道してきたのが，IWJ 
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